
シンポ ジウム

土方巽 をめ ぐる二つ の シ ンポ ジウム
-'50年 代か ら'60年 代 の作品を中心 に-

I.厚 木 凡 人 ・大 野 一 雄

ドナ ル ド ・リチ ー(通 訳 石 井 達 朗)・ 國吉 和 子(司 会)

フ ィル ム上 映 「ヘ ソ と原 爆 」「あ ん ま」「バ ラ色 ダ ンス 」

II.合 田成 男 ・武 智鉄 ニ

ヨネ ヤ マ ・マ マ コ ・市 川 雅(司 会)

フ イル ム上 映 「肉体 の 叛 乱 」

〔午前の部〕

國吉●舞踏の創始者である土方巽が, 今年('86

年)の 一月に急逝 しました。本 日はその追悼の意

味 もこめて, 二つのシンポジウムを企画 しました。

そ して特に'50年代から'60年代を中心 として, 土

方が日本のモダン ・ダンスから舞踏 という新 しい

ジャンルを作 り上げた時代 に焦点をあて, 当時, 

土方と一緒に活躍 した経験をお持ちの方々をお招

きしました。

さて, 舞踏は生まれてから約四分の半世紀, こ

の短い間にめまぐるしく展開 しました。特に創始

者の土方巽についてその初期の活動から追跡 しま

すと, 他の芸術ジャンルに大きな影響を与え, か

つ貧欲に吸収 しながら, めまぐるしく変貌してい

ることがわか ります。そ して'70年 代 に入ってか

らのスタイルの完成 とともに, 土方に対する一応

の評価は定着 したといえます。しかし私が土方の

作品年表を作 りました時に気づいたことは, '60年

代後半を境い目として, その前後に作風が大 きく

変わっているということでした。にもかかわらず

今までの土方に対する評価は, '70年 代の一連の

作品群に集中していると思われます。土方がまだ

ダンサーとして踊っていた'60年 代 については, 

積極的な検討がいまだなされていません。また, 

日本の近代舞踊史の流れの中で論 じられたことは

ほとんどないといってよいでしょう。土方の舞踏

が舞踊概念の拡張 と深化に大 きな役割をもったこ

とを考えると, 舞踏の生成期に対する検討がなさ

れてしかるべ きことではないでしょうか。

それでは出席者の方々のお話を伺うことにしま

しょう。

'50年 代, 土方巽との出会い

まず大野一雄さん。土方さんが唯一 「先生」 と

呼んでいらした方で, 上京 したばか りの土方さん

にたいへんな衝撃を与えた舞踏家です。大野 さん

が土方さんと初めてお会いになったのはいつ頃で

すか。

大野●安藤三子(今 の哲子)さ んの稽古場で見か

けたのが最初です。その頃('54年 頃), 土方さん

は一所懸命ジャズダンスをやっていました。その

後, 私が 「老人と海」('59年)と いう作品にとり

かかっていた時, 演出助手という形で皆で集まっ

たのですが, その時も特にお話はしませんで した。

直接私が大 きな影響 をうけたのは, 土方さんが初

リサイタルを開いた時('60年)で す。「大野 さん, 

ジュネの男娼 をや りましょう。」と言われまして, 

私はその時, ジャン ・ジュネが どういう人で, 男

娼がどういうものなのかもよくわからないまま, 

また説明 らしい説明も土方さんからはなかったよ

うに思いますが, ともか く, よくわからないまま

に舞台に立たされました。いつの間にかネグリ

ジェを着せられて。'49年の私のリサイタルの時に, 

リルケの一篇の詩をとり入れたダンスを発表 した

時, すでに女物の ドレスを着ていましたので, 女

装は初めてではなかったのですが, 今度 は男娼

ディヴィーヌをやることになりました。足にピッ

タリはまるビニールの靴に花を一つポッとづけま

して, 麦わら帽子にもやはり花をつけました。こ

れが私の生涯をガラッと転換させることになった

わけです。

それまで私はいわゆるモダン ・ダンスを踊って

いましたが, モダン ・ダンスから舞踏になったか

ら踊 りの質が変わったというわけではなく, モダ

ン ・ダンスだろうが, 舞踏だろうが, 私 には関係

ない。しかし例えば, 生と死, 男と女, エロティ

シズムの問題, これは人が生 きる上で最 も直接的

な, 身近なものであって, その深奥にむかって入

りこむことのできる問題です。生 きている以上, 

必ずぶつかるものです。人が最終的にぶつかるも

のが死です。私は生 と死, 愛 と悲 しみ, 男 と女, 

これらは皆ひとつのかたま りの ようなものだ と

思っています。ですから何だかわからないままに, 

女装させられて舞台に立つと, 何 となくある世界

に入 りこんで しまうようなもので, 始めから終わ
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りまでことごとくこんな具合でした。

國吉●これは大野さんが五十四歳の頃のことです

ね。 リルケの詩で初めて女装 した大野 さんをみた

土方 さんが大野さんのことを 「劇薬のダンサー」

と言ったのは有名な話です。

では次にモダン ・ダンスの厚木凡人さんにお話

を伺います。

振付け師 としての土方巽

厚木●僕が今 日この席で土方 さんの話をすること

を, とても不思議に思います。それは僕の方向と

土方 さんの方向はずいぶん違っていたと思 うし, 

僕自身土方さんの踊 りには興味をもつことができ

なかったからです。それで も僕のみた限りの土方

さんや笠井叡 さんの踊 りには, 何かダンサーの肌

あいといったような近 しいものを感 じました。そ

んなこともあって, 彼が亡 くなった時にはもっと

話が したかったと思ったもので した。

僕が 「裂記号」のシリーズ1～8を 発表 してい

た頃, 特にシリーズの最後の頃, 土方 さんのしぐ

さ, 身振 りが手にとるようにわかるような気が し

たことがありました。その時の私の動 きは, 内面

と関係なく体の部分部分を強調 して動かし, 無意

識の中にこぼれおちるようなしぐさを拾っていた

ようなことで した。例えば…(注 ・実技で動 きを

示す。)

今か ら二十二年前, 僕が第一回のリサイタルで, 

土方さんに作品を依頼 した時のことをお話 ししま

す0僕 が土方 さんの踊 りに初めて接 したのは, '61

年6月 元藤樺子さんのリサイタルの時, 土方さん

の振付けで踊ったことがありました。生理的に快

い発散を覚え, 従来にない事実の展開があって, 

何の抵抗 もなく受け入れられました。それで, 自

分の リサイタルの時に土方 さんにも 「他人の作

品」 という作品を振付けてもらったのです。その

時 も事前に何の説明もなくて, 僕は作品のタイ ト

ルも知らなかったような状態で本番 を迎えました。

ダンサーは与えられた技術をリハーサルを通 して

全部消す作業をしなければなりません。後に何が

残るかというとダンサーの個人的な資質だけです。

だから極端なことをいうと振付けは誰でもよいわ

けです。ただ, 練習に耐えるだけの作品の構造な

り骨格がない とだめです。土方 さんが動いた通 り

僕は動きましたが, 時々彼は 「違 う違 う」 という

のです。何回かや り直すのですが, 何が どう違う

のか言わないのです。今考えると彼 自身ダンサー

に対する指導方法がまだわからなかったのか もし

れません。で もダンサ-に とって大切なのは, 土

方さんから与えられた状況を一所懸命にやること

だと思います。だから突然, 打合わせにないこと, 

例 えば椅子をもち出 してきて, ボ クサーが コー

ナーで休むのと全 く同 じ動作をさせ られた り, 

「オイッ!扇 子!」 と言われて, 扇子をもつ約束

なんかなかったのにそれで踊らなければならな

かった り, ということがあ りました。本番中に神

経質になっているダンサーをのせるのが上手だっ

たですね。また, 「他人の作品」の最後の方だっ

たと思いますが, 「植物のように細 くなれ。」とい

うのです。で, そのような感 じでやっていると, 

とても気持ちがよいものですか ら, 繰 り返 し練習

した覚えがあ ります。(注 ・当時の動 きの再現を

試みた実技が入る)自 分の中に入ってい くような

動 きだったかと思います。

國吉●お話の中の, 打合わせと全 く違うことを突

然 ダンサーに強いるというのは, ダンサーをぬき

さしならない状態に陥れるということですか。

厚木●考える時間を与えないということです。瞬

間に言って, サッとダンサーをのせてい くのは実

に上手かったです。

國吉●土方さんの動 きには快い発散があったと

おっしゃったのは意外ですね。

厚木●こうした動きはダンサーにとって, い くら
でも踊れて しまう程, 快いものですよ。

六五。エクスペ リエンスの会の頃

國吉●では次に ドナル ド・リチ-さ んにお伺い し

ます。 リチーさんはニューヨーク近代美術館の映

像部門のキューレーターでいらしたこともある方

で映画作家, また日本映画研究家で もい らして, 

小津や黒沢を世界に紹介 した方でもあります。

リチー●最初に土方さんに会ったのは, 横尾忠則

か寺山修司の紹介だったかと思いますが, それ以

前にも土方さんの作品はよく見てい ました。'50年

代の終わ り頃です。それまで見たこともない踊 り

だったので, とても驚きました。ジャパ ン・タイ

ムズの記事 に土方 さんのことを私が書いたのが

キッカケで, お会い し, 友達になりました。その

頃, 彼はジャン ・ジュネに興味をもっていました

「あ ん ま」1963年.草 月 ホ ール.photo:丹 野 章
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が, まだ翻訳があま り出てなかったので, よく

ジュネのことをきかれたことを覚えています。土

方 さんはジュネのアウ トサイダーという考え方が

好 きだったようです。彼 も心理的には自分がアウ

トサイダーとしてのアイデンティティーをもって

いたのではないで しょうか。土方 さんはその頃, 

アウ トサイダーの人々ばかりでグループを作 って, 

それをインサイダーにしたいと言ってました。そ

の考えに僕は感心 したものですか ら, では映画を
一緒に作ろうということになりました。

土方さんは仲間を作るのが上手だった。'62年頃, 

私は十四人程の五～九歳までの子供達を使って, 

「戦争ごっこ」 という映画 を千葉で撮影 したこと

があ ります。 この時も腕白小僧達 を, まるで粘土

を自在にこね上げるように思 う通 りに指導 したの

は土方さんでした。彼のおかげでご く自然の雰囲

気の中で活き活 きした子供達の表情 をひき出すこ

とができました。これからお見せする 「犠牲」 と

いう私のフィルムのテーマは 「死」です。生と死

とはとても深い関係にあります し, 当時の土方さ

んの最 も興味のあったテーマです。

(映画 「犠牲」映写)

リチー●映画の中で白い帽子に浴衣姿の人が土方

さんです。 日曜の朝, 川崎の工場敷地内で撮影, 

振付けは土方 さん, 出演 は当時の土方さんのグ

ループの人々です。私は社会的な作品を作 りた

かった, つまり, ひとつの集団の中で一人だけ仲

間に入ろうとしない者を, 村八分にして殺 してし

まう日本という社会をこの作品で示唆 したかった

のです。土方さんは, このフィルムを作る時, ど

んなことをしたいのか何 も言わなかった。ただ, 

彼がとても興味をもっていたことは, 芸術 と死に
ついてでした。犠牲 となった一人の若者に吐いた

り, 排泄するというのは私のアイデアですが, 若

者を去勢するというのは土方 さんの提案で した。
この大切な部分がなければダンス(芸 術)が でき

ないということで, このシーンをとり入れました。

國吉● タイ トルの 「犠牲」の 「牲」が 「性」 と

なっていたのは, 何か意味があるのですか。

リチー●あのタイ トルは土方さんが自ら書いてく

れたものです。

ダンス ・エクスペリエンスの

意味すること。

國吉●共演 していたのは津田信敏近代舞踊派の皆

さんですか。

リチー●ダンス ・エクスペリエンスの会の少 し後

か, あの頃, 土方 さんは自分のグループを持って

いたようですね。

國吉●当時, リチーさんは日本のアバ ン ・ギャル

ドを研究 されていましたが, そのアバ ン ・ギャル

ドの-一人として土方さんと仕事をなさったのです

か。

リチー●ええ。当時, 横尾忠則, 寺山修司等みん

なアバン ・ギャル ドのメンバーでした。横尾が土

方 さんの公演のポスターを作 ったりして, お互い

に仕事をしていました。 また土方 さんは寺山とも

親 しかった。二人 とも東北出身ですね。でも一一緒

に仕事をしたことはなかったようですね。

國吉●今のフイルムは'59年 の 「六五〇エクスペ

リエンスの会」で上映されていますが, このエク

スペ リエ ンス(EXPERIENCE)と いうタイ トル

は, どこからつけたのですか。

リチー●あれは僕の提案だったと思います。当時

英語がはやっていて, 芸術の動 きに関して, 特 に

意味はないけれど, 英語をつけるのが人気だった

ようです。時代にはやった言葉 というのがあるで

しょ。今だったらパ ンクの言葉 とか, まあ, それ

と同じです。あの時代は科学からとか, 全 く縁遠

い分野の言葉をつけたりしました。エクスペ リエ

ンスは精神病の方からつけたのかな。ダンス ・エ

クスペリエンスとして, 今までにない珍 しいもの

とか, そんな雰囲気を出そうとしたのではないか

な。

國吉●その後もダンス ・エクスペリエンスという

タイトルで土方さんは会をもちます。リチーさん

達と行った'59年 の会から, 自分のリサイタルを

ダンス ・エクスペリエンスと名づけるようになっ

たようです。さらに先験者が大野一雄 さん, 執行

人が土方 さん自身, 体験者が出演者達 となってい

ます。土方さんにとっては, 体験(エ クスペリエ

ンス)と いう言葉に特別の意味をもたせて使って

いたように思われます。

リチー●土方さんは人間をつ くることを考えてい

たようです。そのために体験をあげるという意味

ですね。

國吉●大野さんは, その頃先験者 として出演 な

さっていましたね。

大野●今の言葉でいえば, 存在感 ということと関

係があるようです。想像力に近いですか。例えば, 

私が行動するということは死者が行動するのだと
いうこと。無数の死者 と関係が ないと, 自分の

やっていることに説得力がない。想像力 というも

のがこうした死者 と触れあうまでに考えられなけ

ればならないということです。

暗黒舞踏のテクニ ック

國吉●大野さんは土方さんと出会う前は, 江口隆

哉さんのもとで, モダン ・ダンサーとして活躍さ

れていました。それまでモダン ・ダンスの技術を

身につけた体は, 土方さんとの出会いで世界が反

転するほどの体験 をして, いわばそれまでと全 く

違 うものを与えられたわけですが, 混乱しません

でしたか。
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大野●江口さんはマ リー ・ヴィグマンのもとで勉

強 して きた人ですが, ちゃんと自分の考えをもち

ながら勉強 した人です。私が江口さんから学んだ

のは, テクニ ックをどのように展開 してゆ くかと

いうことで した。人間の表現 というのは無限にあ

りますよ, とい うことでした。でも私は何か, そ

うした考え方に対 して, テクニック製造株式会社

みたいな気が していたわけです。それらは しか し, 

私にとって重要な体験でした。それだけでは私は

だめだったと思う。私は江口さんのもとで五年間, 

懸命になって練習 しました。人一倍熱心だったで

すね。死ぬか生きるか というところで必死になっ

て身につけたことは, 誰で も一応は学ぶことので

きるモダン ・ダンスのテクニ ックというようなも

のではありません。私が懸命になって得たものを

生かすための本当の体験 を土方さんとの出会いで

知ったわけです。テクニ ックを生み出す原点は人

が自分 自身で生み出すものです。もともとはひと

つの ものなのです。

國吉●凡人さんはもう少 し批判的に, 距離をもっ

て接 していらしたように思いますが。

厚木● ダンス ・クラシックの技術にくらべれば, 

土方 さんの場合, そういうものは何もないわけで

す。(最 後の頃は, 僕 は知 りませんが)体 はすべ

て解放 された状態にあると思います。技術の概念

があるとすれば, 土方 さんの踊 りに入ってい くに

は, 理屈で考えると混乱があるはずなのですが, 

ダンサーとしてそういうものを何の抵抗もなくう

け入れる素地があるわけです。良いダンサーとい

うのは, ある程度素直になれるだけの, 技術以前

の素地があるわけです。だか ら大野 さんがその時, 

土方 さんの動きをうけ入れられたのは, 大野さん

自身がすばらしいダンサーだからなのでしょう。

國吉●つまり自分が学習 したテクニックをいかに

消すかという作業ですか。

厚木●ええ, 「他人の作品」の時 も, ただただ, 

必死に土方さんの動 きを模倣 したわけですが, 心

地よい動きで したね。

國吉●先ほどの リチーさんのフィルムでも, 集団
の乱舞の様子が映されていましたが, その振付け

をした土方さんのや り方をごらんになっていて気

づいたことはあ りますか。

リチー● 「簡単だよ。」と, 土方さんはいいまし

た。動きはみんなそれぞれ自由にや らせていまし

た。「一, 二, 三, ハイ」で止めて動 きをみてい

ましたが, そうやって作 りながら, 次第に動きに

対 して厳 しく指示するようになってきました。だ

から始めは何か混沌としているのですが, 次第に

自然な感 じで強 くはっきりした動きが創 り出され

てくるといった感 じで した。

大野● リチーさんの映画の撮影の時, 私 も側で見

ておったのですが, 何が重要かというと, 例えば, 

妄想, 妄念というものをないが しろにしてはなら

ない, むしろそちらの方が現実より重要なことを

含んでいるのではないかと思います。

國吉●妄想, 妄念, 夢, 幻 とは, しば しば大野さ

んがおっ しゃっているこ とですね。当時, 「暗

黒」 という言葉は使われていましたか。

大野●その言葉は, 埴谷雄高 さんが胎内瞑想 と

いっていますが, 土方 さんからははっきりときい

たことがありません。私は暗黒 ということは, お

母さんの胎内のことだと思っています。

國吉● リチ-さ ん, '59年 頃にはまだ 「暗黒」とい

う言葉はお聞きになっていませんか。

リチー●あの時代は, アングラなど, 新 しい言葉

がさかんにはやった時ですね。特に'60年 代後半

はおもしろかったです。新宿は今とちがって楽し

いところで したね。(笑)

國吉●'60年 代の土方さんの踊 りは, 男性の体の

線 を強調するような踊 りだったように思われます。

男の踊 りの時代で した。土方さんは形に生命が追
いすがるといっていましたが, それに対 して大野

さんは生命に形が追いすがるとおっしゃっていま

すね。今の大野さんの踊 りは亡霊のような形のな

いもの, でも生命の形であるようなものにひかれ

ていらっしゃると思います。それは今の大野さん

と土方さんとの相違ですが, あの当時はどのよう

に考えていらっしゃったので しょう。形のとらえ

方の相違について, 気づかれたことはあ りますか。

大野●外側の形と内側の形とは区別できないです

ね。触れるばか りの実感, 内側の質といいますか, 

それが大切だと思います。例えば, 花をみて美 し

いと思 う。その瞬間私の魂 は奪われてしまう, 私

の魂はその花 まで下降してい くということなので

すね。私 と花は区別できない。一体化 してしまう0

それは男 と女にもいえるで しょう。

厚木●土方 さんの場合, 絶対的な振付けの型とい

うものはなかった, 作品に一定の方向が出ればよ

「バ ラ色 ダ ンス 」1965年.千 日谷 会 堂.

photo:丹 野 章

-130-



かったわけです。ですから出てくる素材に関して

厳密なことはいいませんでした。「他人の作品」

の時も, 彼 自身動 きながら振 りをつけていました

が, 私が生理的にうけとめている部分が, 当時は

強かったですね。そうして追いつめていって, 本

番はダンサーを動揺 させるようなことをさかんに

やったわけです。でも私は別に戸惑わなかったし

逆にのれました。 シラけてしまってはお しまいで

すね。内容 と関係 ないんですが, その時の ダン

サーをのせるようなものの言い方は上手で したね

リチー●土方さんは, 作業を続けてゆ く中で, 創

造の過程の中で, ものごとを明らかにしていきま

した。す ぐれた芸術家はみんなそうです。そうい

う点で土方さんは, ほんとうの芸術家だったと思

います。

國吉●このシンポジウムで話 し合われたことが, 

みなさんの中で, 土方巽を, あるいは舞踏を考え

てゆ くために, 何 らかの手掛 りになればと思って

います。ありがとうございました。

〔午後の部〕

市川●午前中のシンポジウムにひき続いて, '50年

代から'60年 代, 舞踏の生成期に焦点をあてて, 

どのように舞踏 という表現が出現 してきたかとい

う点について話 し合いをすすめてゆきたいと思い

ます。

土方巽 との出会い

市川●まず武智さんは, '50年代に 「道成寺」を発

表なさった時に, 土方さんとの出会いがあったと

思います。 さらに'64年 「紅閨夢」 という映画を

お作 りになった時, 土方さんも出演 していますが

まずその辺 りのことからお話 し下さい。

武智●私が上京 してすぐ, '55, '56年頃で したか, 

友人の安藤鶴夫から土方巽の踊 りをぜひみるよう

に勧め られ ました。初めて土方 さんの舞台('

56, '57年 頃)を みた後で, 若松美黄さんもまじえ

て三人で長いこと話をした憶えがあ ります。それ

で, 「道成寺」('59年)を 作 った時, ぜひ土方さ

んに出演 してほしかった。全 く違ったジャンルの

人々を一堂に集めてやってみたい。初演ではバ レ
エ, 狂言, 日舞でや りましたが, 二度めの時には

バ レエの代わ りに土方さんに入ってもらいました、

とても熱心にやってもらいましたが, 稽古場では

ほとんど口をきかなかったように思います。常に

内省的に黙々と考えながら, 私の作品を自分の体

で表現 しようと努力している舞踊家 と思いました(

土方さんとのおつき合いは, お しゃべ りをしたと

いうより, 魂 と魂で通 じあってきたという記憶の

方が強 く, 私 としても特異な体験だったと思いま

す。

市川●ヨネヤマママコさんは, '58年 に 「ハンチキ

キ」 という作品をお作 りになった時, 土方さんと

共演なさっていますね。

ヨネヤマ●ええ。演出が今井重幸, 作曲が原田甫, 

振付けが私で, 共演者には, 関矢幸雄, 大野一雄, 

西田尭, 若松美黄, 土方巽その他でした。当時, 

今井重幸のスポンサーによる私のスタジオに, 土

方君はころが り込んでいたので, 私の会には当然

出演するということになりました。

市川●この作品は, バ レエパン トマイムとありま

すが, モダン ・ダンス とは違うのですか。

ヨネヤマ●ええ, 当時私 は江口隆哉 さんの弟子

だったので, モダン ・ダンスの動 きは多いのです

が, ミミック的な動きに興味をもっていました。

その作品はアイヌの神話から構想 したもので, 雀

がたくさんの神々をまねいて饗宴をするという話

です。作曲の原田さんがとても野心的な方で, 私

に対する挑戦のような意気込みで作曲したという

程, エネルギッシュな曲でした。その中で, 今で

も憶えているのは, 神様達がお酒に酔って床にこ

ろがってしまうシーンがあったのですが, 土方君

だけ一人, 足を鳥のように上げてころがっている

んです。彼だけ必死に鳥やってましたね。

市川●この作品以外に, 土方さんと共演されたこ

とはあ りませんか。

ヨネヤマ●私の故郷の身延山(山 梨県)で, 奉納

舞踊 というのを踊 った時, 土方君 とデュエットし

ました。私の振付けで, 彼をだいぶ扱 き使ってし

まったのですが, 土方君は黙々とついてきてくれ

ました。

市川●'60年 代の初め頃, ママコさんはアメリカ

に渡 りましたね。

ヨネヤマ●'62年 から12年間アメリカにいました。

渡米直前に 「樹 と語る」というマイムを発表 しま

した。その頃は私もスタジオを出て津田信敏さん

のところに行 っていた時期です。その私の作品を

出した時, 土方君は, 大野慶人さんと他 に私のと

ころの生徒の一人と, 五～六人をひきつれて作品

を出してました。 自転車が往 き来するような舞台

で, ウーンとかいって逆立ちしてました。かなり

クレージーな感 じでしたね。

市川●'60年 代 の土方さんの活動 は, アメリカに

渡ったママコさんは, ほとんど見られなかったわ

けですね。

では次に合田さんに伺います。土方さんとのお

つき合いが始まる, その発端からお話 し下さい。

合田●'59年 に芸術舞踊協会の新人舞踊公演 を, 

新聞記者の一人として見にいきました。そこで発

表 した土方の 「禁色」は, 当時のモダン・ダンス

界では異色で した。その反省会が有楽町の不ニア

イスで行われました。その時, 山田五郎をはじめ

として協会の幹部から土方の作品に対 して批判が
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集中し, 合評会が もめました。その時, 私は土方

をちょっと弁護 しました。これが私 と土方との最

初の出会いです。

個人的なつき合いは 「肉体の叛乱」('68年)以

降で しょうか。

伝統芸術 と土方巽

市川●では少 し話をもどして伺いますが, 武智 さ

んは, 日舞の演出をなさり, フラメンコにも造詣

深 く, さまざまな伝統芸能の演出家として有名な

方ですが, そのコンテクス トから見た時, 土方 さ

んが 「道成寺」に出演するということは, 普通で

は考えられないことだったと思われます。土方 さ

んのクオリティー というものを, 伝統芸能の側か

らみるとどのようなことになるのでしょう。

武智●私の芸術観にはいくつかの節目があります

が, 偶々, 土方さんと出合った頃というのは, 民

俗芸能に対する私の見方が成立 した時だったので

す。舞踊における原初生産性について云々言い始

めた頃で した。それが身体行動 として, いわゆる

ナンバの理論を考えついた時だったので, おそら

く土方さんにもナンバ論をお話 ししたのではない

かと思われます。 ともかく, 私が土方さんと知 り

合ってから, 彼の踊 りは変わってきました。胎児

胎内回帰 ということも含めて, 赤子の動 きは大体

ナンバです。生まれてから二週間程で親のまねを

するようにな ります。ですか ら, 人が社会生活を

する以前の動 きと, 日本人の昔からの身体行動の

基本は, ナンバで結ばれるのです。土方さんが体

を曲げ, 最も動きにくい姿勢で(恐 らく, 反動と

いう動 きはなかったと思いますが)踊 られるのは

私の影響かどうかわか りませんが, 私の考えてい

る日本人の身体行動の基本を, 厳密に確実にもっ

ている舞踊家は土方さんだと思っていました。私

の仕事にどうしても出演 して欲 しかったのは, そ

の為だと思います。ほんの3～5年 の短いおつき

合いでしたが, 私自身の演出意図を表現するため

の媒介として土方さんの舞踏がかなり重要な位置

をしめていました。

市川●原初生産性 について説明 して下さい。

武智●原初とは原始と違いまして, 一つの民族が

できる最初, つまり民族が生まれるのは同じ生産

目標をもった時に人々が集まるということですが, 

それを文化の初めと考えます。日本の原初生産性

とは純粋な農耕民族ですから, 騎馬民族的な行動

は全 く存在 しません。ですから, 反動, 旋回を利

用 した動 きはみられないはずです。農耕民ですか

ら, 土に対 し自分のエネルギーを浸 ぎ込むという

行動だけです。そしてその生産的行動を芸術にま

で昇華 してゆくと, 日本人的なナンバの構造を基

本とした動 きが出てくるのではないかと思 うわけ

です。 この傾向は少な くとも能や狂言までは持ち

続けていました。その後, 多少かわ りますが, 比

較的がんこに残存 しているようです。

私が前衛演劇の演出を始めた'50年 代には, 観

世寿夫, 観世栄夫, 野村万之丞, 野村万作, 茂山

千之丞など, 能狂言の方との仕事が多いです。そ

れはナンバの動 きが含む生産的な行動, それが直

ちに芸術に昇華 されてい く段階に心ひかれたから

だと思います。 その同じ資質のものが, 土方さん

の芸術の中心に全面的に含 まれていたのです。こ

れは, 土方さんの郷土から生まれた土への願望な

どもあったかもしれませんが, 日本人の原初生産

性を失わずに, あそこまで整理 し, 伝統文化を今

日に生 きかえらせたという芸術家は, 他にいない

のではないか と思っていました。

他の人は大体, 伝統芸術を学ぶ中でそうしたこ

とを身につけてい くのですが, 土方さんのように, 

モダン・ダンスから出て全 く異質な方向へ行った

作家 というのはとても珍 しいです。確かに天才的

です。私 としては'50年 代半ばに 「原初生産性理

論」を確立 したところだったので, よけい土方さ

んに魅かれていったのだと思います。

市川●その理論は今で も変わりませんか。

武智●はい, ずっと持ち続けています。

市川●すると, 農耕民族の生活様式を, 舞踊に吸

収してきた土方さんは, まさに日本の舞踊芸術の

正統だと考えていらしたのですね。

武智●正統でもあるで しょうけれど, 土方さんが

農耕生産的な手段そのものを, 舞踊の中にもち込

んだということは, 土に密着した自分の生活体験

の中から, 郷土性 というものを芸術にまで昇華し

たといえるのではないで しょうか。

土への接近

市川●合田さん, 今, 武智さんのお話に出た土へ

の接近の問題ですが, 合田さんの見地からすると, 

土方さんが実際に作品化するようになるのは'70

年以降ですか。

合田●'72年 に 「四季のための二十七晩」を公演

した頃から, 彼の中で鮮明になってきたというこ

とはいえると思います。 しかし, それ以前, 例え

ば土方が三島由紀夫 と親交するようになった時期

を考えてみると, なぜ三島が土方を親しくうけ入

れたかという問題があります。これは土方から聞

いた話ですが, 土方 と三島が話の中で, 本当

の愛 とは殺すことではないかというようなところ

から始まって, その殺 し方がいかに残虐であるか, 

時間をかけて殺 してゆくという方がより愛情が深

いのだということになったそうです。具体的にい

うと, 畑で土 くれを打ち崩す時, 鍬の鋭い刃の方

ではなく背の側を使いますね。鋭器でなく鈍器で

なぐりかかっていく方が, 殺される対象と深い関

係をもつことになるというわけです。三島にはそ
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ういった体験 ・感性がなかったので, 土方をとて

も大事にしたとも考えられるわけです。武智さん

のおっしゃった原初生産性について, 彼がどれ程

意識 していたかわかりませんが, 確かなことは, 

土方が自分の少年時代の記憶 を信 じ, 自分の創造

行為の核としたということは事実でしょう。です

から舞踊のシチュエーションから見れば, 田舎風

景のような情景 をもつ作品を, '50年代末か ら'60

年代初めにかけて発表 しています。自分の郷土性

を意識的にとりもどそうとしたのが, '68年 の作品

だったと思います。だから郷土性という観点から

語 りうるのは, '68年以降の作品からではないかと

私は思います。

ダンサーとしての土方巽

市川●ママコさんに伺いますが, 舞踊家としての

土方さんについて, 何か気がついたことがあ りま

すか。

ヨネヤマ●彼の芸術の完成期を見ていないのにこ

の ようなこ とを言 うのは申 し訳 ないのですが
-体 は硬かったですね。そ して先天的に段違い

というか, 両手を水平に上げると必ず左が下がっ

ていて, 初めからゆがんでいた という感 じです。

でもこの体の硬さやゆがみが, かえって彼の考え

を独 自の方向にむかわせたのではないで しょうか。

市川●一般的にいって, モダン ・ダンスの世界で

は, あまり上手 くないダンサーだったといえるの

でしょうか。

ヨネヤマ●モ ダン・ダンサーには上手い人はたく

さんいましたか ら, それに比べると土方君は普通

の若者という感 じが しました。

市川●合田さんは, その頃の, モダン ・ダンサー

としての土方さんの舞台をみていますか。

合田●みているはずですが, それが土方 とは知ら

ずにいたようです。先 日, 安藤哲子 さんに伺った

ところによると, 確かに土方は体が硬 くて, ガニ

股で, バーにとりつか まっても全 く様 にならな

かったようです。ただ, 作品作 りに関 しては, ひ

どく熱心だったと聞きました。ですから 「禁色」

の舞台でも, 特別, ダンス風なテクニックは何 も

使っていません。それなのに, ある黒々とした存

在としての肉体を示 し得たということは確かです。

ヨネヤマ●方向性においてはすごく新しいものを

持っていたようです。

市川●作品に執着 していったのですね。舞踊の歴

史をみても, 大変革を遂げた舞踊家というのは, 

それ程いないのですが, 例えばニジンスキーはそ

の一人といわれています。その彼 も跳躍の名手だ

とされている反面, 少 し寄 り目だったとか, 腿が

異常に太かったとか, 若 くして頭が薄かったとか, 

いろいろと欠点にさらされています。 しかし, そ

うした欠点が際立つことによって, 逆にチャーム

ポイントとな り, 一種の動物性を含んだような生

成に, 一層の輝 きを与えているといわれています。

土方 さんもそれに近いのかもしれません。僕の考

えでは, やはり欠点 を知ることによって, 自分の

新 しい肉体への自覚 を深めたように思います。合

田さんも, 存在 といわれたけれど, 踊 りによって
コミュニケー トするよりか, 存在を際立たせるこ

との方が, 彼の作品の目論見ではなかったかと思

われます。

合田●柔 らか く流れる動 きとい うよりも, 体 を

突っ立てることはよくやってました。自分の体の

外に向かって不用意に動 きを発展 させない, 自分

を確認するための動 きだったと思われます。'60年

代の作品では土方はよく黒塗 りで出て くるのです

が, 何かいつ襲いかかられるかわからないといっ

た, 恐ろ しい感 じはあ りました。これは'68年 の

「肉体の叛乱」の記録フィルムをみて, 後で気づ

いたのですが, 土方の視線に注意 してみていると, 

土方は視線を遠 くへ広げないで, 足 もとの観客を
一人一人見おろすようにして踊っているのです。

そのため客は, 彼を憎々しく思った り, 恐ろ しく

感 じた りするわけです。第1回 リサイタルの時か

ら, 視線を遠 くへ放たないという姿勢はかわらな

かったように思います。これは体が硬いというこ

とと関係があって, 彼は体を決して外へ発展 させ

ていかなかったとい うことなのです。つまり, 観

客 を自分から離反させるような構造をあえて用い

ることによって, 自己否定の宣言 をするというこ

「肉 体 の 叛 乱 」1968年.日 本 青 年館

Photo:羽 永光 利

-133-



とも, 彼の体が硬いということととても関係が

あったのではないかと思います。

ヨネヤマ●体が硬いということで神話を作 らない

ようにしましょう。普通よりはちょっと硬いとい

う程度ですよ。(笑)

ただ, 土方君は猛烈な欲求不満で したね。男 と

しても相当緊迫感があ りました。それが最初の作

品に突出したように界います。私は生理的にしか

解釈できませんが, 欲求不満 とジュネ, 欲求不満

と土 との関係が, あの頃の作風を決定 していたの

ではないでしょうか。

市川●当時の若いダンサー達の生活はどのような

ものだったんですか。どんな野心をもっていたの

ですか。

ヨネヤマ●私 も土方君もはっきり, 有名になろう

といっていました。生活はひどい貧乏で全 く悲惨

でしたが, 踊 りだけは続けたいとがんばっていた

ので, 土方君 もずいぶん親不孝をしたようです。

作品はスタジオで ドタバタや りながら, 今から考

えるとメチャクチャな感 じで振付けていましたね。

例えば, ここからそこまで歩 くという動 きでも, 

土方君の振付けにかかると, ここに精液が一杯た

まっているから, バ タバタとしか歩けないのだ, 

とか言いなが らの振付けなのです。そのうちいつ

の間にか, 土方君は私のスタジオからいなくな り, 

津田信敏 さんのところにいきましたね。

モダニズムの中の違和感

市川● 「禁色」か ら始 まる'60年 代 の作品は, 

ジュネ, ロー トレアモ ンなど西欧的なものを題材

にした期間だったようですね。ママコさんのおっ

しゃるように, 抑圧された欲望が堰を切って出て

くるのは, '60年代初期の作品にみられますね。

合田さんに説明して頂 きたいのですが-'68

年を境として, '70年代に入ってからの作品は, 土
への回帰という一つの帰結 と思われます。'70年代

に入ってから作品を創ってゆく方向に向かうわけ

ですが, では, それまでの'60年 代 に行った作業

はすべて, 否定的な立場に立つものだったと考え

てよいですか。

合田●'60年 代前半は, 外か らの刺激, 時代的な

影響, 交流のあった美術家や文学者からの影響な

どをうけながら, 何でもできる状態の中で, 自ら

を一つ一つ決定 しなが らつっ張ってきた時期です

ね。ただ, 先 も申しましたように, 内側へ向かっ

て体が くもっていったわけで, 集中的, 内向的な

肉体感覚をあるいは性格的にももっていたように

思われます。

市川●では, '60年代何に向かって異議を唱え欲望

をたぎらせていたので しょう。僕は, 土方さんが, 

何か自分の肉体にあわない違和感を敏感に感 じて

いたのではないかと思 うのです。違和感というの

は, 戦後モダニズムの伝統に対 して自分の体がど

うして もなじめないことに悩 んだのではないで

しょうか。モダニズムは舞踊の中ではモダン ・ダ

ンスですね, モダン ・ダンスではだめだと考える

ようになったかと思われます。ですから, 武智さ

んの考えられた 「原初生産性理論」, そうした様

式を自分の中に違和感のないものとして受けとり, 

武智さんに共鳴 したのではないで しょうか。つま

り文化の整合性です。農耕民族は農耕的な動 きし

かとれないという, 一種の決定論です し, 文化の

整合性 を主張するものだと思うのですが, 武智 さ

んどう思われますか。

武智●先ほどママコさんが, 土方さんの体のアン
バランスのことをお話しにな りましたが, 日本人

の農耕労働は, 体の扱い方がもともとアンバラン

スです。鍬 をうちおろす時にしても体の右 と左で

はずいぶん違います。左右 シンメ トリーな動 きは, 

日本の芸能の中にはないです。そういう日本人の

肉体を, 土方 さんだけが もっていたのでしょうか。

日本の農民達は等 し並みにもっていて, 明治以降

の近代化の教育, 体操などを通 じて西欧的, 近代

的に矯正させ られたわけです。当時の農民は同時

に軍隊の要員になるため, 西欧的なシンメ トリー

な, 慣性的動 きを訓練 させ られたわけです。昔の

日本人の動 きで重要なのは, アシンメ トリな動き

だと思います。その意味で, 土方さんは, 生まれ

ながらにして日本人で した。筋肉が硬いからこそ

農耕労働に耐えられるのです。あらゆる義務教育

をはねのけながら, そういう資質をもち続けたの

が土方さんです。とて も珍 しいと思います。

初期の土方さんの作品で も, 美 しい動きをなさ

る若松美黄さんととても強いコントラス トが感じ

られました。土方さんの動きには当時から, 土俗

的, 日本的なものを感 じていました。素質として

日本人の身体構造から離れられない要素をもって

いたと思います。

市川●僕 も今, 武智さんと同じ観点から, 土方さ

んを評価 していた時もあ ります。ただ, '60年 頃か

らもうすでに, 素質的に'70年 以降の舞踏が生ま

れる肉体を随所に見せていたという, 武智 さんの

お話は, 新 しい見方でして, とても新鮮に思われ

ます。この点については, 合田さん, どう思いま

すか。

合田●土方が亡 くなった今, '60年代の作品を促え

直そうと改めて当時の作品を考えてみると, 武智

さんが今おっしゃったようなことが土方の活動の

根底にあったのではないかと, 私も思います。

市川●'60年 代の初めの舞踏の生成期の時には, 

作品の中に暴力性やエロティシズムが感 じられま

した。エロティシズムといっても男達だけのもの

が多 く, 芦川羊子が舞台に登場する'70年 代に入

るまでは, ずっと男同士のものでした。合田さん, 
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この点について何か土方 さんから聞いていますか。

合田●特に話 したことはありませんが, ただ, 女

性はそのままでいいのだ, 男達はみんな飢えてい

るから, その飢えをいやす切実 さというものを感

じることができるのは男達なのだ, と土方が言っ

ていたことはありますね。

ところが, '72年の 「四季のための二十七晩」 を

発表 した頃か ら, 芦川羊子 ら女性舞踏手が前面に

出てくることが多 くなってきたわけですが, この

点については, 舞踏の技術の確立 という問題 と, 

深 く関わって くるのです。'72年に第二次暗黒舞踏

派結成公演の東北歌舞伎を行ってから, その後, '

74年 に芦川羊子を中心にした白桃房の連続公演 を

行うに至る過程の中で, 土方は, '72年の東北歌舞

伎をもう一度精算するための技術の必要を感 じて

いたようです。その技術の完成のためには, 男で

はなくて, 女の方が素材 として適応 しかったとい

うことなのです。同時に肉体 というものを徹底的

に研究した時期でもあります。

遺作となった 「東北歌舞伎シリーズ」('85年)

では, かつて情念的に表出された東北 という世界

でな く, よりクリアーな作品となってお り, 女の

舞踏手を対象として集中的な作業が始められたの

は, 土方の中で郷土性などの全てを含んだ上で, 

彼の形を決定するための大切な手段だったのでは

ないかと思っています。

最 後 に

市川●では最後にひと言ずつ頂いて, このシンポ

ジウムを終わろうと思います。

武智●土方さんを真に創造的な芸術家だと思いま

す。世界に類のない日本の農耕 という地図の上に, 

農民 としての身体行動 を徹底的にほ り下げ研究 し

て, 独 自の芸術を作 り上げたこと, 精神的には, '50

年代からの抵抗 と反逆の精神をもち, 常 に前進す

る姿勢をとり続けたところが偉大だと思います。

合田●私 も武智 さんのおっしゃるような意味で偉

大な人だと思います。三十年近 く土方 とつ き合っ

てきて, もう私の人生を向こうに移 してもよいと

思うくらいです。

ヨネヤマ●舞踊家の生命には限 りがあ りますから, 

彼がこのように人々の心 に残 り, 多 くの人々に

よって彼の業績が語られることを, とてもうれ し

く思っています。

市川 ・本日はあ りがとうございました。

(文責 ・國吉和子)

写真提供:ア スベス ト館
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